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はじめに 

 

○学校建替基本方針について 

学校は児童生徒の学習の場であるとともに、多くの時間を過ごす生活の場でもあります。児童生

徒の人権を尊重しつつ、学校の役割が十分に果たされるより良い教育環境を整備していくことが

求められています。また、昨今ではバリアフリー化や環境配慮などの学校を取り巻く様々な環境も

大きく変化してきています。 

各務原市教育委員会は、将来の変化を予測することが困難な時代においても、本市に生まれ育

つ子どもたちが夢や志をもち、未来を切り拓く力を育むことができる各務原らしい学校施設づくり

を推進するため、「学校建替基本方針」を策定しました。 

本方針は、学校建替の順番や統合等の具体的な内容を定めるものではなく、学校の建替の際

に必要な施設のあるべき姿や整備の進め方を定めるものです。実際の学校建替の際には、各学校

施設の老朽化状況や立地、将来の児童生徒数、市の財政状況等を踏まえた総合的な検討が別途

必要となりますが、その際には、本方針を拠り所としながら、行政、学校、保護者、地域が共通の基

本理念・考え方を共有し、ともに育ちあう空間を整備していきます。 

なお本方針は、学識者、学校関係者、地域関係者からなる市の附属機関「学校建替基本方針

策定委員会」からの答申内容を踏まえたものです。 

 

 

〇学校建替基本方針の対象施設 

本方針は、「各務原市学校適正規模・適正配置等に関する基本計画（令和２年度）」を踏まえ、

本市が所管する小中学校施設２５校（小学校１７校、中学校８校）を対象としていますが、今後の学

校建替事業に際しては、将来の児童生徒数を検証した上で対象施設を設定します。 
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第 1 章 各務原市学校建替基本方針策定の背景と位置づけ 
１．学校建替基本方針策定の背景                                        

ICT の活用などにより、学びのスタイルが多様に変化し、校内のあらゆる空間が子どもたちの学

びの場となる可能性を秘めています。 

国は、これからの学校教育において、全ての子供たちの可能性を引き出すため、個別最適な学

びと協働的な学びを一体的に充実させ、「令和の日本型学校教育」の構築を目指していくことが

重要であるとしています。 

また、学校施設においては、これらの学びに対応し、多様な教育方法や学習活動を自由に展開

できるよう、柔軟で創造的な学習空間の整備を行っていくことが求められています。 

さらに、エコスクールやＳＤＧｓ、地域コミュニティの拠点など、学校には様々な役割が期待されて

います。 

本市では、学校施設の老朽化や児童生徒数の減少等の課題があるなか、学校施設建替が進

むことが想定されています。将来の変化を予測することが困難な時代においても未来を担う子ども

たちが心豊かでたくましく自立した人として成長していけるよう、新しい時代の学びに対応した学

校施設の整備が求められています。 

 

２．学校建替基本方針の目的                                           
学校施設の建替にあたり、公立学校としてできる限り公平な教育環境を確保することを目指す

とともに、地域から求められる様々な役割や機能を果たすことができるよう整備をすることが求めら

れています。また、本市の小中学校は、この先、学校の建替が継続して進むことが想定されます。 
そのため、本方針は、計画的で円滑な学校施設建替の推進を図ることを目的とし、各務原市の

学校施設の「あるべき姿」や「整備の進め方」について、基本的な方針を定めるものです。 
これにより、学校施設建替を契機に、これからの学校が未来を担う子どもたちに最適な学びの

場を提供するとともに、地域社会においても重要な役割を果たしていくことを目指します。 
 

３．学校建替基本方針の位置づけ                                           
策定にあたり、上位関連計画の理念・考え方を反映します。以下に、本方針と学校施設に関連す

る計画との体系図を示します。 
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４．関連計画                                                         
新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について（R4.3） 

新しい時代の学びを実現する学校施設の姿（ビジョン）として『Schools for the Future 
「未来思考」で実空間の価値を捉え直し、学校施設全体を学びの場として創造する』を掲げ、以下

の５つの姿の方向性を示しています。 

◆新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方（５つの姿の方向性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪出典：新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について（R4.3）  

学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議（文部科学省）≫ 

 

各務原市総合計画（R６.９） 

目指すまちの姿として『もっとみんながつながる笑顔があふれる元気なまち～しあわせ実感 か

かみがはら～』を掲げ、学校教育について、「学校は、すべての子どもにとって安心して楽しく学ぶこ

とができる場であり、居場所としての機能を担うことが求められています。その一方で、人口減少・

少子化、学校施設の老朽化が進む中、学校の適正規模・適正配置を考慮し、将来を見据えた教育

環境の整備が必要です。」としています。 

 

各務原市教育大網（R６.10） 

基本理念に『もっとみんながつながる笑顔があふれる元気なまちへ ～心豊かで自分らしく輝け

るひとを育む～』を掲げ、次のような基本方針を示しています。 

◆基本方針 

１．みんなで心豊かな子どもたちを育みます 

地域社会全体で子どもを守り、未来を担う子どもたちが学び、心豊かでたくましく成長するこ 

とができる教育環境の整備を推進します。 

２．みんなが輝き彩りのある社会教育活動を推進します 

  文化芸術、スポーツ、学びを通して個性や可能性を広げ、一人ひとりが自分らしく輝ける機会、 

活動を促進します。 

全ての子どもたちの可能性を引き出す 
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

子どもたちの声明を守り抜く、 
安全・安心な教育環境を実現する 

個別最適な学びと協働的な学びの 
一体的な充実に向け、 
柔軟で創造的な学習空間を実現する 

新しい生活様式を踏まえ、 
健やかな学習・生活空間を実現 

地域や社会と連携・協働し、 
ともに創造する共創空間を実現する 

脱炭素社会の実現に貢献する、 
持続可能な教育環境を実現する 
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各務原市教育ビジョン（各務原市教育振興基本計画）（R4.4 改訂） 

基本目標１に「学校教育の充実」を掲げており、以下の考え方と施策を示しています。 
・技術革新の一層の進展、超スマート社会（Society5.0）の到来により、変化が激しく予測困難

な社会を子どもたちが生き抜くための取組が一層求められている。 

・学校教育では、「誇り・やさしさ・活力のある児童生徒の育成」を目指し、学習環境の整備や特

色ある学校経営、学校 ICT 機器の活用や教科の専門性を生かした授業等を通して、学力向

上を推進する。 
・また、地域全体で子どもを見守り育てるコミュニティ・スクールの活動を推進する。 
・さらに、教職員が豊かな人間性と確かな指導力を身に付けるための研修機会や、教育やメンタ

ルヘルスに係わる相談の機会の充実、教職員の働き方改革の推進を図る。 

 

各務原市公共施設等総合管理計画（R４.３改訂） 

学校教育系施設の基本方針として、以下の方針を掲げています。 

・各学校は、計画的な設備機器の更新と修繕等により、長寿命化を図る。 

・「各務原市学校適正規模・適正配置等に関する基本計画」に基づき、学校規模の適正化を柔

軟に対応する。 

・学校の再編や更新が必要になる場合は、地域コミュニティの核となる学校の重要性を考慮し、

保護者や地域の意向を十分に踏まえ、多角的な視点で慎重に検討する。 

 
各務原市学校教育系施設（小中学校）等個別施設計画（R6.4 一部改訂） 

「各務原市学校適正規模・適正配置等に関する基本計画」に基づき、現学校配置を維持する方

向で施設整備を推進する方針としています。 

◆学校教育系施設の目指すべき姿 

・確かな学力の育成ときめ細かな指導を実践する教育環境の整備 

・心豊かでたくましく、自立した人間形成を支える安全な環境を実現 

・地域と共に学ぶ拠点としての施設整備 

 

各務原市学校適正規模・適正配置等に関する基本計画（R2.6） 

市内小中学校の規模適正化について、以下の考え方を示しています。 

・児童生徒数は減少傾向にあり、一部の学校においては、それぞれに状況が異なるものの、近い

将来、適正化すべき小規模校に該当する可能性がある。 

・しかし、早急に学校規模の適正化に向けた検討を開始する必要があるとは考えにくく、引き続

き注視をしていく。 

・適正化すべき小規模校については、その良さを活かし、十分な教育環境の確保に努める。 
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第 2 章 各務原市の学校施設を取り巻く現状と課題 
１．学校施設の老朽化                                                 

学校教育系施設の主要施設は２２５棟*で、保有量は全体で１８.４万㎡にのぼります。そのうち、

小学校は１４７棟、１１万㎡で全保有量の約６割、中学校は７４棟、７万㎡で全保有量の約４割となり

ます。また、建築年が昭和５６年５月３１日以前（以下「旧耐震基準」という。）の施設は１２.２万㎡

で全体の約６６％を占めています。 

本市は各務原市学校教育系施設（小中学校）等個別施設計画において、鉄筋コンクリート造の

校舎の目標使用年数を７０年から８０年としています。令和６年時点で築６０年を経過した施設の

保有量は約１.４万㎡で全保有量の約８％ですが、１０年後には約６.５万㎡となり、全保有量の約

35.７％が大規模改修や改築の検討が必要な時期を迎えます。（◆主要施設の築年別整備状況

（R6）を参照） 

（＊：部室や倉庫等の小規模の付属建物は除く） 

現 状 

○１０年後には市内学校施設のうち３割以上が建築から６０年が経過することになり、老朽化が顕

在化し始めています。 

○普通教室や特別教室等を単純に配置した片廊下型の画一的な機能構成となっています。 

 

課 題 

○多くの学校が老朽化してきており学校の建替事業は長期にわたるため、費用や事業スケジュー

ルについて計画的に進めていくことが必要です。 

○多様な活動が展開できる機能構成への見直しが必要です。 

 

◆主要施設の築年別整備状況（R6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪各務原市学校教育系施設（小中学校）等個別施設計画(R2)をもとに作成≫ 



2-2 

 

２．児童生徒数の減少                                                

現 状 

○小中学校の児童生徒数は現在まで年々減少しています。 

○小中学校の児童生徒数は、推計結果によると今後も減少傾向にあり、２０４０年頃には、ピーク時 

の３分の１程度となる見込みです。 

○児童生徒数が減少する一方で、特別支援学級に在籍する児童生徒や通級指導教室へ通う児 

童生徒数が増加しています。 

 

課 題 

○児童生徒数の変化に対して、柔軟に対応できる学校施設の整備が必要です。 

○児童生徒数の状況を踏まえながら、適正規模・適正配置等の基本計画についても検討が必要 

です。 

○特別支援学級に在籍する児童生徒や通級指導教室へ通う児童生徒数の変化に対して、柔軟に 

対応できる学校施設の整備が必要です。 

◆各務原市の児童生徒数の推移 

 ●小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●中学校 

 

 

 

 

 

 

 ≪推計値：学校区別人口推計報告書（令和５年３月）の要因法５年の推計値のうち、

小学校は 6 歳から 11 歳、 中学校は 12 歳から 14 歳の人数を抜粋して合計≫ 
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３．学習スタイルの変化                                               

現 状 

○学習指導要領が改訂され、各学校で個別学習・グループによる課題解決型学習等（アクティ

ブ・ラーニング）が取り入れられています。 

○校内無線ＬＡＮ、電子黒板、タブレット端末の導入等、ＩＣＴを活用した学習が行われています。 

 

課 題 

○教科横断的な学習に適したスペースの不足、ICT 機器を含めた収納スペースの不足など、現在

の学校施設が教育スタイルの変化への対応が必要です。 

○今後、より多様な学習が行われることも想定されるため、可変性と柔軟性のある教育環境が求

められています。 

 

 

４．地域とのつながり                                                 

現 状 

○誇り・やさしさ・活力があり、郷土を愛する児童生徒を、地域・家庭・学校が連携し、地域全体で

育成することを目的としたコミュニティ・スクールを推進し、地域と共にある学校づくりを進めてい

ます。 

○地域の方々と子どもたちのふれあいの時間として小学校では放課後子ども教室を行っています。 

○保護者が昼間家庭にいない児童の遊びと生活の場として放課後児童クラブを設けています。 

○防災備蓄倉庫を配置し、災害時には避難所としての役割を担っています。 

○市民のスポーツ活動の推進のためグラウンドや体育館の貸出を行っています。 

 

課 題 

○今後、コミュニティ・スクールの推進等により、ますます地域の拠点として活用されることも期待さ

れていますが、地域が学校を活用できるスペースが必要です。 

 

 

５．多様性への対応                                                  

現 状 

○バリアフリートイレやスロープ、エレベーター等が設置されている学校が一部に限られ、学校施設

が物理的・心理的にバリアフリー対応しきれていません。 

 

課 題 

○障がいの有無などに関わらず、誰もが利用しやすく、学ぶことができる教育環境を整備する必要

があります。 
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6.ライフサイクルコスト                                                  

現 状 

○市内全公共施設の中で、学校教育系施設にかかる維持管理費は約半数を占めています。 

 

課 題 

○学校施設にかかる費用は建設費だけではなく、日常の保守、修繕費用、大規模な改修費用等

建物を維持するための費用が必要です。そのため、適切な保全により、ライフサイクルコストを必

要最小限に抑えることへの配慮が必要です。 
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第３章 各務原市が目指す学校施設 
１.未来を担う子どもたちに必要な学び           

変化が激しく予測困難な時代を、心豊かでたくましく成長するためには、自ら課題を見つけ、自

ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力、自らを律しつつ、

他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性、たくましく生きるための

健康や体力などの「生きる力」が必要不可欠です。 

未来を担う子どもたちが「生きる力」を身に着けるためには、学習指導要領にあるように、『主体

的・対話的で深い学び』を充実させることが重要であるとされています。 

 

●主体的な学び 

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しを

もって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる学び 

●対話的な学び 

子ども同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等

を通じ、自己の考えを広げ深める学び 

●深い学び 

習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働

かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成した

り、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう学び 

 

≪小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 総則編 及び中学校学習指導要領（平成２９年

告示）解説 総則編 抜粋≫ 

『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善の推進 

   子どもたちが、学習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解し、これからの時代に求

められる資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続けることができるようにするた

めには、これまでの学校教育の蓄積を生かし、学習の質を一層高める授業改善の取組を活性

化していくことが必要であり、我が国の優れた教育実践に見られる普遍的な視点である「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善（アクティブ・ラーニングの視点に立った授業

改善）を推進することが求められる。 

 

各務原市教育大綱においては、『みんなで心豊かな子どもたちを育みます』を基本方針に掲げ、

地域社会全体で子どもを守り、未来を担う子どもたちが学び、心豊かでたくましく成長することが

できる教育環境の整備を推進するとしています。また、各務原市教育ビジョンでは、『主体的・対話

的で深い学び』と関連した方向性を示しています。 

≪各務原市教育ビジョン（各務原市教育振興基本計画） 抜粋≫ 

基本施策（１） たくましく生き抜く力の育成 

タブレット端末をはじめとした ICT 機器や各ソフトウェアを活用することにより、授業だけにとど

まらず、児童生徒が自分の得意を伸ばすために、興味のある学習に主体的に取り組んだり、今まで

以上に多くの仲間と多様な考えを共有したりして、深まりのある学びができる学習環境の創造に向

け、支援します。 
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2．基本理念                                                   

地域社会全体で子どもを守り、未来を担う子どもたちが学び、心豊かでたくましく成長すること

ができる教育環境の整備を推進するため、各務原市の小中学校の建替計画に共通する基本理念

を次のように定めます。 
 

一人ひとりが楽しく学び自立を育む学び舎 

～ともに育ちあう共創空間～ 

目標① 多様な学びを支える柔軟で可変的な学び舎 
目標② 自分の居場所がみつかる学び舎 
目標③ 子ども、教師や地域社会が互いに協働し、ともに創造する学び舎

目標④ 健康を育み、安全・安心な学び舎 
目標⑤ 地球環境に優しい学び舎 

  
基本理念の５つの目標は、具体的には次の考えに基づいています。 
目標① 多様な学びを支える柔軟で可変的な学び舎                             
変化が激しく予測困難な時代において、児童生徒が持続可能な社会の創り手になることが

できるよう、必要な資質・能力を育成することが求められています。そのため、多目的スペース等

を活用したグループ学習、校内外の他者との協働による創造的な探究学習空間や、個に応じた

多様な学びを得られる柔軟で創造的な学習空間を整備します。 

この他、教職員が確かな学力の育成ときめ細やかな指導を実践できるよう、執務環境を整備

します。 
 

目標② 自分の居場所がみつかる学び舎                                      
子どもたちの特性が多様化する中で、個別最適な学びを実現しながら、学校における多様性

と包摂性を高めることが必要であり、施設環境も柔軟に対応していくことが求められています。

一人ひとりの児童生徒がその時々の状態や目的に応じて居場所にできる空間を整備します。特

に、児童生徒が交流及び共同学習を行うことができるスペースや落ち着いて学習できるスペー

ス、クールダウンできるスペース、医療的ケアの実施に配慮されたスペース等、子どもの状況に

応じた指導及び支援をしやすい施設環境を整備します。 

この他、子どもの理解度や認知の特性等に応じた個別学習や少人数学習など多様な学習形

態に対応できる多目的な空間を整備します。 
 

目標③ 子ども、教師や地域社会が互いに協働し、ともに創造する学び舎            
子ども同士や、多様な他者と協働しながら、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、

様々な社会的変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となることができるよう、「協働的な学

び」を充実することが求められています。多様な人たちと交流・連携・協働し、ともに企画・立案・

実行していく創造的な活動をおこなう空間を整備します。 
この他、教職員同士のコミュニケーションや教職員と児童生徒とのコミュニケーションを促すこ

とができる機能・空間の確保を検討します。 
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目標④ 健康を育み、安全・安心な学び舎                                       
近年、障がいの有無や性別、国籍の違い等に関わらず、共に育つことをふまえた物理的・心理

的なバリアフリー化を進めることが求められています。障がい等の有無に関わらず、誰もが支障

なく学校生活を送ることができるよう環境を整備します。 
また、学校施設は児童生徒の社会性・人間性を育む場でもあり、それにふさわしいゆとりと潤

いのある快適な空間を整備する必要があります。生活空間を整備する上では、採光、通風、熱、

空気等に配慮し、快適な室内環境を確保することとします。 
この他、災害・事故に対する安全性を確保するとともに、災害時に良好な避難生活を送ること

ができる学校施設を整備します。 
 

目標⑤ 地球環境に優しい学び舎                                             
２０５０年脱炭素社会の実現に向けて、学校施設の省エネルギー化や再生可能エネルギーの

導入等の積極的な推進が一層求められています。環境負荷を低減するだけでなく、環境教育で

の活用や地域の先導的役割を果たすためにも、エコスクール*１の取組を深化していくとともに、

ZEB*２化の取組を推進します。 

また、脱炭素化や山林の保全、環境との共生の観点から、児童生徒にとって身近な空間への

木材の利用を進め、温かみや味わいのある学習環境の整備を検討します。 

 

＊１ エコスクールとは 

環境を考慮した学校施設のこと。環境負荷の低減に貢献するだけでなく、それを教材として

活用し児童生徒の環境教育に資するものであり、地域の環境教育の発信拠点としても先導

的な役割を果たす。 
≪エコスクール－環境を考慮した学校施設の整備推進－（パンフレット）令和４年６月≫ 

＊２ ZEB とは 

先進的な建築設計によるエネルギー負荷の抑制やパッシブ技術の採用による自然エネル

ギーの積極的な活用、高効率な設備システムの導入等により、室内環境の質を維持しつつ大

幅な省エネルギー化を実現した上で、再生可能エネルギーを導入することにより、エネルギー

自立度を極力高め、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロとすることを目指した建築物。 
≪経済産業省資源エネルギー庁「ZEB ロードマップ検討委員会とりまとめ」（平成２７年１２月）≫ 
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学校図書館に期待される３つの機能 

3．各務原らしい学校施設                                        

（１）「主体的・対話的で深い学び」の実現へ 
これからの学校施設を考えるにあたり、未来を担う子どもたちに必要な主体的・対話的で深

い学びの充実のためには、子どもたちが「何を」「どのように」学ぶかという具体的な姿を考えな

がら学習環境を整備する必要があります。 

 

学習指導要領には、主体的・対話的で深い学びの実現に向けて「学校図書館」の利用や機

能の活用を図ることの重要性が示されています。 

≪小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 総則編 及び中学校学習指導要領（平成２９

年告示）解説 総則編 抜粋≫ 

教育課程の実施と学習評価 

学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、生徒の主体的・対話的で深い学び

の実現に向けた授業改善に生かすとともに、生徒の自主的、自発的な学習活動や読書活動を

充実すること。 

 

「学校図書館」には、主に次の３つの機能が期待されています。 

●読書センター 

児童生徒の想像力を培い、学習に対する興味・ 

関心等を呼び起こし、豊かな心や人間性、教養、 

創造力等を育む自由な読書活動や読書指導の機能 

●学習センター 

児童生徒の自発的・主体的・協働的な学習活動を 

支援したり、授業の内容を豊かにしてその理解を 

深めたりする機能 

●情報センター 

児童生徒や教職員の情報ニーズに対応したり、 

児童生徒の情報の収集・選択・活用能力を育成 

したりする機能 
≪これからの学校図書館の活用の在り方等について（報告） 平成２１年３月をもとに作成≫ 

 

各務原市におけるこれからの学校施設の中でも特に学校図書館については、上記３つの機

能が最大限に発揮できるように、学校図書館を学校の中心に据えて、個別最適な学びと協働的

な学びを効率よく展開できる学習環境とします。さらに、児童生徒が休み時間に過ごす自分の居

場所、地域開放等をする場合に地域の方の居場所等の役割もあわせもつ、日常的に滞在したく

なるような魅力的な空間とします。本方針では、このような新しい形の学校図書館を『ラーニング

センター』と呼ぶこととします。 

 

  

「読書センター」 

としての機能 

「学習センター」 

としての機能 
「情報センター」 

としての機能 
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（２）学校施設の機能構成 
ラーニングセンターを中心に据える学校施設の機能構成を考えます。従来の学校施設は、普

通教室や特別教室を単純に配置した片廊下型の画一的な機能構成でした。これからの学校施

設は、様々な教科等の教室の有機的な連携・分担による多様な活動が展開できる機能構成に

見直していくこととします。 
小学校と中学校では、学習の専門性が異なるため特別教室の配置や機能連携、地域開放

ゾーンの考え方も異なります。 
 

●小学校の機能イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小学校は機能連携に配慮した配置とします。 

・上図の機能イメージは一例であり、個別の学校建替計画段階において協議が必要です。 

放課後児童クラブ 

管理諸室 

運動場 

（地域開放） 

体育館 

（地域開放） 

図工

家庭

1 年生 

音楽

理科

2 年生 

3 年生 

4 年生 

5 年生 

6 年生 

図書

特別支援学級 

学校建替 

＜従来型＞ 

＜建替後＞ 
  

放課後児童クラブ 
管理 
諸室 

運動場 

体育館 

図工 

家庭 

1 年生 

音楽 

理科 2 年生 

3 年生 

4 年生 

5 年生 6 年生 

特別支援 
学級 

オープンスペース オープンスペース 

ラーニングセンター 

地域開放想定ゾーン 学校専用ゾーン 
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●中学校の機能イメージ 

 （理科室、技術室を地域開放しない場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中学校は教科の専門性を重視した機能配置とします。 

・理科室・技術室については、特殊な機械等を有する場合があるため、上図では学校専用ゾー

ンに位置付けて記載しています。 

・上図の機能イメージは一例であり、個別の学校建替計画段階において協議が必要です。 

 

管理諸室 

運動場 

（地域開放） 

体育館 

（地域開放） 

技術

家庭

音楽

理科

3 年生 

図書

美術

武道場

3 年生 

2 年生 

2 年生 

1 年生 

1 年生 

特別支援学級 

＜従来型＞ 

＜建替後＞ 

管理 
諸室 体育館 

技術 

家庭 

音楽 

理科 美術 

武道場 

3 年生 

2 年生 

1 年生 

特別支援 
学級 

運動場 
ラーニングセンター 

地域開放想定ゾーン 学校専用ゾーン 

学校建替 
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●ラーニングセンターと各室のつながりのイメージ 

 

ラーニングセンターを中心に、普通教室や特別教室等の各室が重なりながらゆるやかにつながることで、多様な活動が見え、気配を感じることができ、新たな学びとの出会いを促すことができます。 

また、ラーニングセンターを中心に平面的・立体的に学校をつなぐことで、校舎全体を学びの空間として活用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラーニングセンター オープン 
スペース 

普通教室 特別教室 
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ラーニングセンターを中心に据えた学校施設のイメージ 
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第４章 各務原市学校建替基本方針 

１．学び（を支える）空間                                                

（１）ラーニングセンターの基本方針 

 

 
 
 

＊ラーニングセンターについての説明は、第３章にも記載しています。 
基本方針の趣旨 

○各教科等における調べ学習での活用だけでなく、子どもたちの自主的、自発的な学習、協働

的な学習を展開できる空間とすることとします。 
○読書センターとして、静かに本を読んだり、友だちと本を読んだりなど自由度の高い空間とし

ます。 
○学習センターとして、自習やグループ学習など多様な学習形態や各教科等の学習ができる

場とします。 
○情報センターとして、教室等よりも充実したＩＣＴ環境とします。なお、時代の変化や技術の進歩

へ柔軟な対応ができる仕様とします。 
○開放的な空間から落ち着ける空間まで多様な空間を検討し整備します。 
○児童生徒の居場所になりうる居心地の良い空間として整備します。 
○ラーニングセンターの配置計画は、普通教室からの利用のしやすさや特別教室との機能連携

をふまえて検討します。また、放課後活動や地域開放等での利用を見据えて検討します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 多様な学びを可能とする空間と機能を備えた場所を整備します。 

 日常的に滞在したくなる温かみのある居心地のよい空間として学校の中心に整備します。 

 普通教室とのつながりや特別教室等との機能連携について検討します。 

普通教室 

ラーニング 

センター 
普通教室 

普通教室 

特別教室 

特別教室 

特別教室 

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス 

職員室等 
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【背景】 
○本アンケート調査（教職員）における「学校図書館の課題」では、「ICT 環境が不十分（不安

定）」が 50.9％で最も多く、次いで、「学校図書館内に落ち着ける場所がない」が 33.0％、

「現在の場所では利用しにくい」が 28.3％です。「その他」の具体的な課題内容としては、

「人数に対して狭い」という意見が多くありました。 

学校図書館に関するアンケート（教職員） 

学校図書館に関連する機能について、教育活動や児童生徒の学校生活にかかる課題（困り

ごと）はありますか。（あてはまるもの全て） 

 
○本アンケート調査（児童生徒）における「これからの新しい学校における学校図書館にほしい

場所」では、「おちついて本が読める場所」が 63.4％で最も多く、次いで「気軽に本に触れら

れる場所」が 62.2％です。 

これからの新しい学校の学校図書館に関するアンケート（児童生徒） 

これからの新しい学校の学校図書館には、どんな場所がほしいですか。（あてはまるもの全て） 
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（２）柔軟性・可変性のある空間の基本方針 

 

 

 

基本方針の趣旨 

○授業内容に応じた授業形式を柔軟に選択できる空間を整備します。手法の一つとして、普通

教室と一体的利用ができるオープンスペース*の整備が考えられます。 

＊オープンスペース：普通教室や特別教室等に連続した空間。学級単位の活動、学年単位の         

活動、生活指導や生活空間としての利用が想定されます。 

    ○授業形式等に合わせた可動式間仕切りの設置を検討します。会話や音楽の授業等の遮音や

空調効果を考慮する必要があります。 

○学校施設の計画段階から設計者と教職員との密接なコミュニケーションを図り、施設づくりの

目標を共有することにより、活用しやすい柔軟性・可変性のある空間を検討します。また、誰に

でも使いやすい活用方法・活用ルールを検討します。 

○普通教室周辺に、児童生徒が落ち着きを取り戻したり、居場所を確保することができる小空

間の配置を検討します。その際、いたずらやいじめ防止等へ配慮します。 

 

イメージ（例）  廊下とオープンスペースを一体的に配置したケース 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
イメージ（例）  普通教室の間に小規模なオープンスペースを配置したケース 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 学習形態に応じた空間を柔軟に選択できる設えとします。 

 普通教室周辺へ小空間の配置を検討します。 
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（３）普通教室等＊の基本方針 

 

 

 
 
基本方針の趣旨 

〇従来の一斉授業だけでなく、グループ学習や個人学習等の学習形態が柔軟に選択できる教

室とします。 

○児童生徒の成長、人間発達に合わせて、基本とする教室面積を検討することとします。特に中

学校においては、体格差等も考慮して普通教室の大きさを検討します。 

〇普通教室の大きさは、小学校・中学校とも、新ＪＩＳ規格の机（65cm×45cm）を考慮した大き

さとします。 

≪３５人学級の場合≫ 

教室の面積は、児童生徒が個別の机配列で学習活動を展開するのに適した大きさとして 

７２㎡を基本とします。ただし、奥行、幅、天井高については、各校個別の基本計画段階におい

て検討します。 

○ＩＣＴ教育等の多様な学習展開に伴う教材や機器の増加に配慮します。 

○児童生徒が学校中どこにいてもＩＣＴ機器を活用できるよう学校全体にネットワーク環境を整

備します。なお、容易な維持管理や更新に配慮した仕様とします。 

○児童生徒の学校生活に支障がないよう、十分なロッカースペースを確保します。なお、時代に

応じて求められる大きさ及び形状等は変化することから、各校個別の基本計画段階において

具体的な大きさを検討します。 

○児童生徒が学用品を管理しやすいように、普通教室またはオープンスペース等と隣接した

ロッカースペースの配置を検討します。なお、必要に応じて施錠可能な収納とすることも有効

です。 

○多様な学習活動の妨げとならないロッカースペースの配置を検討します。 

 

特別支援学級の教室 

○学習上または生活上の困難を主体的に改善・克服するための自立活動等の多様な学習活

動等に柔軟に対応できる空間を確保します。 

○特別支援学級の児童生徒が、教職員や他の児童生徒からのサポートを得やすいように、また、

学級の枠組みを超えて、児童生徒が安全かつ円滑に交流及び共同学習を行うことができる

ように配置や動線に配慮します。 

 
 

＊普通教室等は、オープンスペースやロッカースペースを含む場合があります。 

 

 

 多様な学びや学習形態に柔軟に対応し、子どもたちの成長に配慮した空間とします。 

 ＩＣＴ環境に対応できる教室を検討します。 

 子どもたちの生活に配慮したロッカースペースを確保します。 
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３５人学級の場合に基本とする教室サイズ（イメージ図）を次に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【背景】 
○現在の普通教室の大きさは、各学校で若干の違いはありますが、おおよそ 65 ㎡程度

です。（背面ロッカー部分含む。） 

 

現在の各務原市小中学校における主な教室サイズ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

面積：72.0 ㎡（奥行 9.0ｍ×幅 8.0ｍの
普通教室 一斉授業の例） 

面積：72.0 ㎡（奥行 9.0ｍ×幅 8.0ｍの 
普通教室 グループ学習の例） 

旧JIS規格の机 40cm×60cm 

新JIS規格の机 45cm×65cm 

奥行 9.0ｍ×幅 7.2ｍの普通教室の例
（面積：64.8 ㎡） 

奥行 8.5ｍ×幅 7.6ｍの普通教室の
例（面積：64.6 ㎡） 
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○本アンケート調査（市民・保護者）における「柔軟で創造的な学習空間を実現するために重

要と思う項目」では、「個別学習や少人数学習など柔軟に対応できる多目的スペースの整備」

が 74.0％で最も多く、ついで、「不登校児童生徒への支援を含めた多様な子供に対応でき

るスペースの確保」が 60.0％、「１人１台のパソコン環境等に対応したゆとりのある教室の整

備」が 59.9％という結果でした。これからの学校施設は、柔軟性、多様性、ゆとりが求められ

ており、本基本方針の教室や学習空間の考え方において配慮します。 

学びに関するアンケート（市民・保護者） 
個別最適な学びと協働的な学びの⼀体的な充実に向け、柔軟で創造的な学習空間の実現

に重要と思う項目（特に重要と思う項目４つ） 
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○本アンケート調査（教職員）における通常学級＊での課題（困りごと）では、全体でみると「児

童生徒の収納スペースの不足」が 68.6％で最も多く、次いで、「教職員の執務・収納スペー

スの不足」59.0％、「教室内にクールダウンの場所がない」55.2％の結果でした。 

その他でもスペースに関して、「児童生徒の更衣室スペースの不足」が 46.2％、「現在の普

通教室の広さでは狭い」が 43.5％と 4 割以上の教職員はスペースが足りていないと感じら

れており、収納スペース等に配慮した学校施設が求められています。 

通常学級の教室に関するアンケート（教職員） 
通常学級の教室とそれに関連する機能について教育活動や児童生徒の学校生活にかかる

課題（困りごと）はありますか。（あてはまるもの全て） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通常学級の教室に関するアンケート（教職員）から考えられる課題 
○学校で使用されている教室用机について、旧 JIS 規格の机（幅 600mm×奥行 400mm）

では、ICT を活用した授業の際に机の大きさが原因で机の上で教材等を自由に広げること

ができない、教材等が落ちてしまうなど支障がある状況です。 

○現状においては、旧 JIS 規格が多くの割合で使用されており、１人１台端末を前提とした学習

への対応に課題があります。 

○現在の各務原市小中学校における教室サイズは、奥行 9.0ｍ×幅 7.2ｍ（64.8 ㎡）、奥行

8.5ｍ×幅 7.6ｍ（64.6 ㎡）が多く、新 JIS 規格の机には対応していません。 

○教室内での活動的な学習に対応するためには、「教室の奥行、幅が足らない」、「机に掛かっ

ている荷物が通路の邪魔になってしまう・危険である」、「収納スペースに工夫が必要である」

などの課題を解決することが重要です。 
 

＊通常学級は、アンケート調査時における表記であり、普通教室を示します。 
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（４）児童生徒の多様性に対応する空間の基本方針 

 
基本方針の趣旨 

○教室内は状況に応じてレイアウトを変更しやすい仕様を検討します。 

○教育相談や学習支援、生徒指導など、児童生徒と教職員が落ち着いて対話できるスペース

を確保します。 

○利用者数が増加した場合でも対応できるように、計画の初期段階から部屋数を含めて総合

的に検討します。 

○教職員がサポートしやすい配置を検討します。 

○クールダウンできるスペースを検討します。 

○医療的ケアの実施に対応できるスペースを検討します。 

○児童生徒の通いやすさに配慮した配置とします。 

通級指導教室 

○通常の学級から一時的に利用する児童生徒の状況に応じた支援に配慮した空間とします。 

○他校から車での送迎がしやすく、校舎への出入りが容易な配置を検討します。 

校内教育支援センター 

○教室に入りづらい児童生徒など、多様な児童生徒が落ち着いて学ぶことができる空間を確保

します。 

適応支援の空間 

○日本語の初期指導や学校への適応指導を集中的に行う適応支援の空間等を検討します。 
 
【背景】 

通級指導教室、心の教室*等に関するアンケート 

○通常学級での課題（困りごと）は、「教室内にクールダウンの場所がない」の回答が半数以上

（55.2％）です。（資料編 P.6 グラフ） 

○これからの学校施設への期待（これからの学校に必要なこと）については、「教室内にクール

ダウンスペースを整備」が約半数（49.6%）です。（資料編 P.8 グラフ） 

○心の教室（アンケート調査上は「相談室（適応指導教室）」）の課題では、「室内の個別ス

ペースの不足」が 33.3%で、無回答を除いて最も多い結果です。（資料編 P.7 表） 

○これからの学校で、心の教室に必要なことについては、「児童生徒が通いやすい配置（保健

室に近接しているなど）」が 49.3%で最も多い結果です。（資料編 P.9 グラフ） 
＊心の教室は、アンケート調査時における表記であり、校内教育支援センターを示します。 

 
イメージ（例） 

  

 児童生徒の多様性に対応し、学習活動等に柔軟に対応できる空間を確保します。 

 児童生徒が安心して使用できる空間を整備します。 

校内教育支援センター クールダウンできるスペース 
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（５）特別教室の基本方針 

 

 

 

 
基本方針の趣旨   

小中学校共通事項 
○教科の学びとともに、教科の枠組みを超えた実社会に活きる学びを実現するため、一つの機

能や特定の教科に捉われず、教科の枠組みを超えた横断的な学びに対応できる学びの場を

検討します。 
○教材等の整った環境で多様な活動を安全に展開できるよう十分な面積を確保しつつ、多目

的に利用できる空間とします。 
○学級数と時間割に基づき教科の授業時間数に応じて特別教室の数を検討します。 
○作品展示や学習内容が掲示できるスペースを検討するなど児童生徒の興味を引くような設

えとします。 
○多機能化を図る場合には、安全面や衛生面、運用面に配慮し、組み合わせ方を検討します。 
○ラーニングセンターとの機能連携を図り、教科で考えたことをラーニングセンターで発表し合

うなど、自分の考えを広げ深めることができる空間を検討します。 

小学校の特別教室 

〇実験、実習、創作等、児童自身の作業をともなう活動に対して、教科の枠組みを超えた横断的 

な学びに柔軟に対応できる空間を検討します。 

○同一教科、または関連する教科ごとに、特色のある教室まわりの構成について検討します。 

中学校の特別教室 

〇教科ごとの教材・教具、作品等の準備・保管が可能な十分なスペースを確保し、教科の意味

を実感しながら、体験活動や創作活動に主体的に取り組むことができるよう、専門的で高度

な学びを誘発するような空間を検討します。 
○教科の特色を感じ、生徒が主体的・協働的に活動できる空間に配慮します。 

イメージ（例）  外部空間とのつながり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 成長過程に応じた教科横断的な学びが可能な空間を検討します。 

 多目的な活動に柔軟に対応できる空間とします。 

 ラーニングセンターとの機能連携を検討します。 
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【背景】 
特別教室に関するアンケート 

理科室 

理科室での課題では、「流しの使い勝手がよくない」が 41.5％で最も多く、次いで「机が

グループ活動用で実験と記録の両立などが難しい」で 34.0％、「現在の理科室の広さで

は狭い」が 29.2％」となっています。「その他」の具体的な課題内容では、「備品関係の老

朽化」や「水道やコンセントがない」などがあげられています。 

あなたの学校の理科室と、それに関連する機能について、教育活動や児童生徒の学校生

活にかかる課題(困りごと)はありますか。（あてはまるもの全て） 

 

 

 

 

 

 

音楽室 

音楽室の課題では、全体でみると「楽器を保管するための環境が十分ではない」が

46.9％で最も多く、次いで、「音楽室の楽器保管室・資料室が不足している」が 35.4％、

「ICT 環境が不十分（不安定）」で 35.4％となっています。「その他」の具体的な課題内容

としては、「床のカーペットがはがれていて危険」や「電子黒板があるとよい」などがあげら

れています。 

あなたの学校の音楽室と、それに関連する機能について、教育活動や児童生徒の学校生

活にかかる課題(困りごと)はありますか。（あてはまるもの全て） 

 

 

 

 

 

 

 

 




